
新技術開発探訪　

・昭和40年代に建設された橋梁（架設後35年以上経過）が多い。（全体の約55％）　
・昭和50年代までに建設された橋梁が全体の約75％を占める。　

高度経済成長以降，横断歩道橋は交通事故の削
減に向け大量に建設（図―１）されてきました
が，経年劣化等による損傷が顕著になってきてい
ます。
この老朽化してきた横断歩道橋に対して，道路

管理者は既設構造物の状況を判断し，適切に補修
などの対応を図る必要がありますが，各管理者の
管理区間毎に独自に対応していること，また，状
況を確認する方法や確認結果から補修への対応方
法等をとりまとめたものがないことから，現場か
ら損傷箇所に対する補修方法などの事例集作成の

要望があがっています。
このような現場からの要望に応えるため，九州

技術事務所は，『技術研究開発業務』＊を担当して
おり，今回の要望についての取り組みの一環とし
て『横断歩道橋維持管理マニュアル（案）』をプ
ロジェクトチームにて検討を行い，作成しました
ので以下に紹介します。また，本マニュアル
（案）に対する今後のフォローアップについても
併せて紹介します。

＊ 良質な社会資本整備構築に向け，優れた技術を持続
的，発展的に創出していくために，建設に関わる技術
的諸問題の解決，建設現場の円滑かつ効率的な推進の
ため行う業務

『横断歩道橋維持管理マニュアル（案）』
の作成について

図―１ 九州地方整備局管内の状況
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『横断歩道橋維持管理マニュアル（案）』は，
横断歩道橋を管理するための損傷確認方法や対応
区分判定等の維持管理手法をとりまとめた『横断
歩道橋巡回点検マニュアル（案）』，補修・新規設
計に対する留意点や補修工法選定の目安，また，
補修事例をとりまとめた『横断歩道橋補修マニュ
アル（案）』で構成しています。両マニュアルの
関連を図―２に示します。
本マニュアル（案）は，道路および道路構造物

全般の維持管理等に対するマニュアルである「道

路巡回マニュアル（平成８年３月）」のうち，横
断歩道橋に関する内容を補完する位置付けで作成
したものであり，現地での巡回時等での実橋確認
（以下「横断歩道橋巡回点検」という）から確認
後の対応までをとりまとめた資料です。

� 横断歩道橋巡回点検の項目と手順
『横断歩道橋巡回点検マニュアル（案）』は，
横断歩道橋の維持管理における手法を明確にする
とともに，既設構造物の状況の判断における個人
差を解消し，損傷劣化の早期発見・早期対応が可

図―２ 両マニュアルの関連
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事前準備　

2―5　横断歩道橋の損傷事例　
（横断歩道橋の損傷事例を部材別に紹介する）　

2―6　横断歩道橋巡回点検時の着目ポイント　
（横断歩道橋巡回点検時の所持品と着目するポイントの説明）　

2―7　横断歩道橋巡回点検結果の記録　
（横断歩道橋巡回点検チェックシートの記載方法）　

とりまとめ　

2―8　横断歩道橋巡回点検後の対応　
（横断歩道橋巡回点検終了後のデータの運用方法）　

横断歩道橋巡回点検チェックシートにて記載および保存する。保存した巡回点検結　
果は，各事務所において共有の情報とし，今後の維持管理を行ううえでの基礎デー　
タとして活用する　

情報共有　

2―1　横断歩道橋　巡回点検マニュアル（案）について　
（横断歩道橋　巡回点検マニュアル（案）の全体構成と内容）　

2―2　横断歩道橋　巡回点検マニュアル（案）の目的と位置付け　
（横断歩道橋巡回点検の目的と位置付け）　

2―3　横断歩道橋巡回点検実施から対応方針決定までの手順　
（横断歩道橋巡回点検の実施から損傷への対応および記録・保存方法までの手順）　

2―4　横断歩道橋の構成と部位・部材名　
（横断歩道橋の主な部位・部材名の説明）　

現地確認　

能となるよう，横断歩道橋の各部材での損傷に対
する着目ポイントや巡回点検チェックシート
（案）を用いた現地での確認方法，および確認後
の維持管理手法をとりまとめたものです。以下に
巡回点検の項目および本マニュアル（案）を活用

した巡回点検作業フローをそれぞれ表―１，図―
３に示します。
� 横断歩道橋巡回点検マニュアル（案）の構成
と使用方法
横断歩道橋巡回点検の事前準備から情報共有に

表―１ 横断歩道橋巡回点検の項目

横断歩道橋巡回点検

目 的
・緊急対応の必要性判定
・維持補修工事の対応必要性判定

点検対象部材 横断歩道橋全体

目視方法 遠望および近接目視

近接方法
近接目視を原則とし，近接が困難な部
位・部材については双眼鏡を用いた遠
望目視とする

損傷の評価

� 防食機能の劣化，腐食損傷程度を
４段階に評価
� その他の損傷
損傷の有無のみを確認

対象とする
対策区分の
判定

EおよびM

頻度 １回／１年程度

適用基準 本マニュアル

点検結果の
記録

横断歩道橋巡回点検チェックシート

図―４ 横断歩道橋巡回点検マニュアル（案）の構成

図―３ 横断歩道橋巡回点検作業フロー
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①構造性：○影響度小，●影響度大　②使用性：○利便性は損なわれない，●利便性が損なわれる　
③景観性：○安心感は損なわれない，●安心感が損なわれる　

　
　主桁内側に取付られる部材のため，雨水
の滞水や結露による防食機能の劣化およ
び腐食が発生しやすい　

　
・防食機能の劣化が長期間に及ぶと腐食に
進展する　

・腐食を放置すると，他の部材（デッキプ
レートなど）へ錆が伝染し，歩道橋全体
の腐食に進展する　

・防食機能の劣化（塗装のうき）が見られる
場合，塗装が剥がれ落ちることで第三者
に被害を及ぼす可能性がある　

　
①構造性：●主構造部材のため影響度大　
②使用性：○通行の妨げにはならないた

め，利便性は損なわれない　
③景観性：○主桁内側に取り付けられるた

め，視認されにくく，安心感
は損なわれない　

至る各段階と本マニュアル（案）の項目の関連を
図―４に示し，内容を以下に紹介します。
� 横断歩道橋の構成と部位・部材名
横断歩道橋巡回点検を行う事前準備として点検

する部位，部材を区分し，理解しやすいように
図，写真を活用して説明を行っている項目です。
図―５に記載例を示します。
� 横断歩道橋の損傷事例
横断歩道橋の損傷事例の項目は，現地での巡回

点検時に確認を行う各部位の損傷について，各部
材ごとに損傷概要，損傷要因，想定される被害を
系列立ててとりまとめ，理解しやすいように損傷

事例を図，写真を活用して作成したものです。図
―６に記載例を示します。また，各損傷に対する
補修必要性の判断が可能となるよう，参考資料と
して補修実施の目安も作成しています。
� 着目ポイントの整理
現地での巡回点検時に確認を行う損傷の見落と

しを防止し，巡回点検を短時間に完了させること
を目的として，各部位ごとに点検時の着目ポイン
トを理解しやすいように，図，写真を活用して説
明を行っているものです。図―７に記載例を示し
ます。

図―６ 各部材における損傷事例

図―５ 部位，部材構成例
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図―８ 横断歩道橋巡回点検チェックシート

図―７ 着目ポイント
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� 横断歩道橋巡回点検チェックシート
これまで紹介した確認資料を基に，横断歩道橋

の状況を把握した内容を維持管理に活用するた
め，横断歩道橋巡回点検チェックシートを作成し
ました。図―８にシートを示します。このシート
は，白図に損傷箇所・内容を記載することを主と
したもので，特に主要な部材・第三者被害をもた
らす部材の損傷については，損傷の程度を記載で
きる様式とし，また記載した損傷への対応結果の
記入欄を設け，維持管理に活用できるものとして
います。なお，現場確認の際に使用するマニュア
ルの内容を携帯用にとりまとめたポケットブック
を作成し，シートの使用性向上を図っています。

『横断歩道橋補修マニュアル（案）』は，補修・
新規設計における留意点や損傷に対する補修工法
選定の目安，および補修工法事例集を作成し，維

持管理対応区分判定時の参考資料としてとりまと
めたものです。内容を以下に紹介します。
� 損傷に対する補修工法の選定
横断歩道橋主要部材の“損傷程度”や“損傷要

因”を踏まえた補修工法選定の目安として，選定
フローを作成し内容を整理しました。フロー例を
図―９に示します。
� 補修工法・材料の事例
補修工法・材料の事例は，九州地方整備局管内

で管理する横断歩道橋で施工した事例を収集し，
工法概要，施工性，適応性および留意事項をとりま
とめた事例集，また，現時点のNETIS（新技術情
報提供システム）における新技術・新工法の紹介
（検索キーワード：横断歩道橋，塗装，落書き）や
補修設計に対し参考となる事例（排水など防食に
考慮した構造事例）およびライフサイクルコスト
縮減を目指した防食構造の提案事例を紹介してい
る項目であり，図―１０～１２に事例を記載します。

図―９ 補修工法選定の目安例 主桁（通路，階段）
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図―１０ 補修事例

図―１１ 排水など防食に考慮した構造事例
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今回，プロジェクトチームにより作成した横断
歩道橋維持管理マニュアル（案）については，今
後，九州地方整備局管内で試行される予定です。
また，プロジェクトチームによる本マニュアル

（案）のフォローアップついては，図―１３に示す

とおり，補修・補強に関する工法や材料に対する
情報や維持管理に対する工夫の情報，補修事例の
経過等についての情報を収集し，定期的にマニュ
アル（案）の情報を更新する予定です。

本マニュアル（案）は，さまざまな立場からの
意見を伺いよりよい成果を得るため，企画部施工
企画課，道路部道路管理課，道路部交通対策課，
福岡国道事務所，長崎河川国道事務所の協力をい
ただきプロジェクトチームで検討し，現地で数度
の試行に取り組みマニュアル素案を作成した後，
各事務所に対して意見照会を行い，完成したもの
ですので，現場の意向をふまえたものが作成でき
たと考えています。
今後さらに，試行をふまえ，より使用しやすい

マニュアルにしていきたいと考えています。

国土交通省九州地方整備局九州技術事務所 防災・技術課保全技術係長 白川 富治

図―１２ 防食構造例

図―１３ マニュアル（案）のフォローアップ
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